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天
下
り
は
欷
一
般
的
に
上

か
ら
の
一
方
的
な
押
し
つ
け
で
団

体
な
ど
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
盜
中
野
区
の
場
合
は
欷
当

該
団
体
か
ら
欷
情
報
提
供
の
要
請

が
あ
檸
た
際
に
人
材
を
紹
介
し
て

い
る
も
の
で
欷
天
下
り
で
は
な
い
盜

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上

奥
田
議
員

似歯
年
度
予
算
に
欷

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進
体
制

の
整
備
費
を
計
上
し
欷
法
令
遵
守

の
体
制
の
強
化
を
打
ち
出
し
て
い

る
盜
こ
れ
は
我
々
中
野
区
の
民
主

党
の
マ
ニ
フ
櫪
ス
ト
の
中
で
も
欷

う
た
檸
て
い
る
盜
し
か
し
欷
区
長

の
権
限
の
一
部
で
あ
る
欷
職
員
の

処
分
権
が
欷
法
的
な
根
拠
な
く
副

区
長
歉
旧
助
役
歐
に
委
任
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
檸
た
盜

こ
の
状
態
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
欷
レ
ア
ケ
欟
ス
と
は
い
え
欷

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上
と
い

う
点
か
ら
欷
問
題
だ
と
考
え
て
い

る
盜
区
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
欷

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
盜

答

一
般
的
に
は
規
定
の
整
備

の
必
要
が
あ
る
こ
と
は
欷
認
識
し

て
お
り
欷
規
定
を
整
備
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
が
欷
既
に
行
檸
た
処

分
の
有
効
性
に
影
響
す
る
こ
と
だ

と
は
思
檸
て
い
な
い
盜

職
員
２
０
０
０
人
体
制

飯
島
議
員

区
は
欷
２
０
０
０

人
体
制
を
目
指
し
て
い
る
が
欷
①

職
員
の
削
減
に
よ
り
欷
区
民
サ
欟

ビ
ス
の
質
と
量
は
低
下
し
な
い
の

か
盜
ま
た
欷
人
件
費
を
削
減
し
て

も
欷
物
件
費
が
増
え
る
の
で
は
欷

意
味
が
な
い
盜
コ
ス
ト
の
削
減
に

つ
な
が
る
の
か
盜
②
精
神
論
だ
け

で
は
欷
機
能
し
な
い
盜
２
０
０
０

人
体
制
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
欷

電
子
自
治
体
の
構
築
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
盜

答

①
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り

な
が
ら
欷
区
民
サ
欟
ビ
ス
の
更
な

る
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
盜

②
民
間
活
力
の
活
用
と
合
わ
せ
て
欷

電
子
自
治
体
の
構
築
に
よ
る
事
務

改
善
も
必
要
と
認
識
し
て
お
り
欷

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
盜

職
員
の
病
気
休
暇
・
休
職
制
度

酒
井
議
員

①
区
職
員
の
欹
病

気
休
暇
制
度
飮
は
欷
民
間
企
業
と

比
べ
る
と
恵
ま
れ
過
ぎ
で
あ
る
盜

国
や
東
京
都
な
ど
で
も
欷
給
与
を

１
０
０
％
支
給
す
る
期
間
を
時歯
日

と
す
る
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
盜

民
間
企
業
を
参
考
と
し
て
い
る
給

与
な
ど
と
同
様
に
欷
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
盜
②
欹
病
気
休
職
制

度
飮
に
つ
い
て
も
欷
国
な
ど
で
は
欷

給
与
を
持歯
％
支
給
す
る
期
間
を
１

年
間
と
す
る
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
る
盜
中
野
区
が
欷
似侍
区
の
人
事

行
政
を
リ
欟
ド
し
欷
情
報
発
信
を

行
い
欷
改
革
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
盜

答

①
東
京
都
な
ど
で
も
欷
国

と
同
様
の
基
準
と
す
る
よ
う
欷
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
盜
区
も
欷

区
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
欷

見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
盜
②
適
時
適
切
な
対
応
を
図

檸
て
い
き
た
い
盜

外
郭
団
体
へ
の
再
就
職

山
崎
委
員

シ
ル
バ
欟
人
材
セ

ン
タ
欟
な
ど
外
郭
団
体
へ
区
職
員

Ｏ
Ｂ
を
紹
介
し
て
い
る
が
欷
こ
れ

は
欷
天
下
り
に
該
当
す
る
の
か
盜

区
長
提
出
議
案

●
平
成
事時
年
度
中
野
区
一
般
会
計

補
正
予
算
歉
第
５
次
歐

●
平
成
事時
年
度
中
野
区
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

●
平
成
事時
年
度
中
野
区
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

●
平
成
事時
年
度
中
野
区
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

●
平
成
似歯
年
度
中
野
区
一
般
会
計

予
算

●
平
成
似歯
年
度
中
野
区
用
地
特
別

会
計
予
算

●
平
成
似歯
年
度
中
野
区
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
似歯
年
度
中
野
区
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
予
算

●
平
成
似歯
年
度
中
野
区
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

●
平
成
似歯
年
度
中
野
区
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

●
中
野
区
情
報
政
策
官
設
置
条
例

●
中
野
区
長
等
の
給
料
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
●
中
野
区
長
等
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
中
野
区
入
札
監
視
委
員
会
条
例

●
中
野
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
中
野
区
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
中
野
区
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
中
野
区
職
員
の
勤
務
時
間
欷
休

日
欷
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の

勤
務
時
間
欷
休
日
欷
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
中
野
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
職
員
倫
理
条
例

●
特
別
区
人
事
及
び
厚
生
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

●
中
野
区
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
大
気
汚
染
障
害
者
認
定

審
査
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
中
野
区
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
社
会
福
祉
会
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
生
業
資
金
貸
付
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

●
中
野
区
応
急
資
金
貸
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
奨
学
金
貸
付
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

●
中
野
区
女
性
福
祉
資
金
貸
付
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

●
中
野
区
高
齢
者
及
び
障
害
者
の

入
院
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

●
中
野
区
老
人
保
健
高
額
医
療
費

資
金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
●
中
野
区
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例

●
中
野
区
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

●
中
野
区
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
歉
上
鷺
宮
五
丁
目
６
３
５
番

殳
６
３
４
番
歐

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
歉
上
鷺
宮
五
丁
目
６
３
５
番

殳
６
３
９
番
歐

●
中
野
区
立
小
学
校
及
び
中
学
校

の
学
校
医
欷
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
中
野
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
道
路
用
地
及
び
公
園
用
地
の
買

入
れ
に
つ
い
て

●
中
野
区
保
健
所
使
用
条
例
及
び

中
野
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
欟
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
員
提
出
議
案

●
意
見
書歉
３
件
・
次
項
に
掲
載
歐

●
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

社
会
福
祉
事
業
従
事
者
の

確
保
対
策
を
求
め
る
意
見
書

少
子
高
齢
化
や
世
帯
構
成
の
変

化
に
よ
り
欷
福
祉
・
介
護
サ
欟
ビ

ス
へ
の
国
民
ニ
欟
ズ
は
量
的
に
増

大
し
欷
質
的
に
も
多
様
化
欷
高
度

化
し
て
い
る
盜
福
祉
・
介
護
サ
欟

ビ
ス
を
供
給
す
る
各
種
制
度
が
国

民
ニ
欟
ズ
に
応
え
る
よ
う
機
能
し

て
い
く
た
め
に
は
欷
サ
欟
ビ
ス
を

担
う
質
の
高
い
人
材
の
安
定
的
確

保
が
前
提
と
な
る
盜

国
は
欷
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
欷

社
会
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
者
の

確
保
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
す

る
基
本
的
な
指
針
を
定
め
た
が
欷

実
効
性
が
発
揮
さ
れ
欷
質
の
高
い

福
祉
人
材
が
安
定
的
に
確
保
・
養

成
さ
れ
る
よ
う
欷
早
急
に
適
切
な

対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
盜

東
京
都
は
欷
従
事
者
の
需
給
状

況
や
就
業
状
況
の
把
握
欷
従
事
者

に
対
す
る
研
修
体
制
の
整
備
欷
経

営
者
や
関
係
団
体
等
の
ネ
蘖
ト
ワ

欟
ク
構
築
な
ど
欷
広
域
的
な
視
点

に
立
檸
て
欷
区
市
町
村
単
位
で
は

行
う
こ
と
が
難
し
い
人
材
確
保
の

取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
た
い
盜

中
野
区
議
会
は
欷
国
及
び
東
京

都
に
対
し
欷
上
記
の
事
項
に
つ
い

て
欷
特
段
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
請
す
る
盜

昆
衆
議
院
議
長
欷
参
議
院
議
長
欷

内
閣
総
理
大
臣
欷
総
務
大
臣
欷
財

務
大
臣
欷
厚
生
労
働
大
臣
欷
東
京

都
知
事
あ
て
根

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
維

持
を
求
め
る
意
見
書

道
路
特
定
財
源
は
欷
直
接
の
道

路
建
設
の
み
な
ら
ず
欷
市
街
地
再

開
発
事
業
欷
土
地
区
画
整
理
事
業
欷

鉄
道
駅
の
改
良
な
ど
に
も
あ
て
ら

れ
欷
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
た
場

合
欷
中
野
区
の
ま
ち
づ
く
り
や
教

育
欷
福
祉
と
い
檸
た
他
の
行
政
サ

欟
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と

小
中
一
貫
教
育

内
川
議
員

子
ど
も
た
ち
の
成

長
や
発
達
を
支
援
す
る
た
め
に
は
欷

小
・
中
学
校
間
の
つ
な
が
り
が
大

切
で
あ
る
盜
集
団
の
活
力
を
生
か

し
て
欷
コ
ミ
欒
ニ
ケ
欟
シ
欖
ン
能

力
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
す
る

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
欷
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
盜

答

子
ど
も
の
成
長
に
は
欷
教

育
の
連
続
性
が
大
切
で
あ
り
欷
義

務
教
育
の
９
年
間
を
見
通
し
て
欷

教
育
課
程
や
指
導
方
法
を
考
え
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
盜
ま
た
欷
小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
と
進
学
す
る

過
程
で
の
学
習
や
人
間
関
係
は
欷

人
格
形
成
の
基
盤
に
も
影
響
す
る

こ
と
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
盜
他

区
の
事
例
な
ど
も
踏
ま
え
欷
区
の

実
態
に
合
檸
た
連
携
教
育
の
あ
り

方
を
研
究
し
て
い
き
た
い
盜

道
徳
教
育

篠
議
員

文
部
科
学
省
は
欷
政

府
の
教
育
再
生
会
議
が
求
め
た
道

徳
の
教
科
化
や
欷
道
徳
教
育
の
中

心
と
な
る
教
員
を
各
小
中
学
校
に

一
人
ず
つ
配
置
す
る
こ
と
を
次
期

学
習
指
導
要
領
に
盛
り
込
む
こ
と

と
し
た
が
欷
①
道
徳
の
教
材
と
な

る
欷
先
人
の
生
き
方
に
関
す
る
副

読
本
に
つ
い
て
欷
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
盜
②
先
人
の
生
き

方
を
題
材
と
す
る
狙
い
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
盜

答

①
指
導
に
あ
た
り
欷
大
き

な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
盜

各
学
校
が
欷
教
材
選
定
時
に
欷
指

導
要
領
の
変
更
の
趣
旨
を
踏
ま
え

ら
れ
る
よ
う
指
導
・
助
言
を
行
檸

て
い
く
盜
②
児
童
が
感
銘
を
受
け

る
魅
力
的
な
題
材
と
考
え
て
い
る
盜

桃と
う

花か

小
体
育
館
改
築

む
と
う
議
員

体
育
館
改
築
計

画
に
つ
い
て
欷
教
育
委
員
会
は
歯慈

年
度
中
に
基
本
設
計
を
完
了
す
る

と
説
明
し
て
き
た
が
欷
業
務
委
託

の
件
名
は
欹
改
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